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539　　　頭頚部放射線治療患者におけるFact。，　ana－

lysisによる唾液腺シンチグラフィの評価

竹田芳弘，長谷川真理，中川富夫，赤木史郎，安井光太郎

河野良寛，清水光春，平木祥夫（岡山大学放射線科）

永谷伊佐雄（岡山大学中央放射線部）

　頭頸部放射線治療患者18例に対して，唾液腺機能評価

のため放射線治療前後にgamTcOiによる唾液腺シンチグ

ラフィを施行し，得られたdynamic　dataをもとに2因子

解析を行なった．　2因子解析によりback　groundによ

る機能成分と唾液腺成分との2因子が得られた．唾液腺

成分の寄与率について，放射線治療前後における変化を

みると，照射後寄与率は増加する傾向がみられた．　放

射線照射による唾液腺の炎症のため，99mTcOiの唾液腺

への集積が増加したものと考えられた．　Factor　analy－

sisによる唾液腺シンチグラフィは唾液腺機能評価に有用

な検査法と思われた．

540　　　　放射線照射による唾液腺機能障害の唾液腺

シンチグラフィによる評価

間宮敏雄、町田喜久雄、本田憲業、高橋　卓、瀧島口雄、

釜野　剛、玉城　聴、村松正行（埼玉医大総合医療セン

ター・放射線科）

　放射線治療を施行した頭頭部悪性腫癌患者8例に経時

的な唾液腺シンチグラフィを行い、放射線による唾液腺

の機能障害を定量的に評価した。99mTcO4の10匝Ciを静

注後、2分間は1フレーム10秒、30分間は1フレー

ム30秒でコンピュターに入力した。RI静注30分後

シナール1・Ogの経口投与による味覚刺激をおこなっ

た。左右耳下腺、顎下腺およびバックグラウンドとして

額の5か所に同じ大きさのROYを酸定し、　ti　ne

activity　curve　（TAC）を求めた。おのおののTAC
より摂取率、分泌率、および分泌速度を算出し放射線に

よる唾液腺の機能障害を評価することを試みた。

541　　食道シンチグラフィ（ES）による嚥下機能の評価

大杉治司．東野正幸，木下博明（大阪市立大学第二外科）

下西祥裕．大村昌弘，小田淳郎，越智宏暢（同核医学研究室）

　ESを用い食道再建術式別に嚥下機能の評価を行なった。

対象と方法：健常人12例（C群）と胸部食道切除後，胃管に

よる胸骨後再建13例（RS群），後縦隔再建12例（PM群）を

対象とした。ESには99mT・σ、液10mt（185MBq）を坐位お

よび臥位で嚥下させ，0．2秒毎にdataを収集した。関心・領域

を口腔全域（RO・1コO），頸部上（RO　I－1）・下部（RO　I－2）食道，

上縦隔（RO　I－3）に設定し，　Time　Acitvity　Curveを作成し

た。各RO　Iにおける残存量，ROI－1，2，3への通過時間を求めた。

結果：RS群ではC群に比してROI－O，1，2，3の残存量，ROI－2，

3の通過時間に有意差がみられた。一方，PM群ではC群と

の差は少なくRS群に比し嚥下動態はより生理的であった。

結語：これまで判定困難であった食道再建後の嚥下機能は

ESによって術式による差も定量的に評価力河能であった。

542　　　［sop”AG［AI　ctEARANcE　sclNTIGRApHY　IN

DIABEIIC　AUTONOHIC　N［UROPATHY．

BinnUr　KarayatCin，　Ueit　KalayalCin■，　Ia■iO　AbUranO，

Kenichl　Nakaji●a，　Kinichi　Hisada，　Toshlo　Horiseo，

IOShihide　Okada●，　and　Ryoyu　Takeda■　（DePts　Ot　NuCl．

Ned．　and　　ll　nd　Int．　Hed■．，　Kanazawa　University）

　　In　thiS　StUdy，　type　ll　diabetiC　patientS　With－

out　any　GI　abnor●aIity　and　nor●al　volunteers　were

studied　with　esoPhageal　clea「ance　scintiO「aPhy，

A「ter　a　sinOte　SwalIOW　O「　a　●ixture　Of　5　CC　Water

With　17　HBq　TC－99●　DTPA，　ti●e　aCtiVity　CUrVeS　Were

Obtained　frO■　pharyngeal，　eSOPhaOeal　and　OaStriC

ROIs．　Tl／2　values　were　calculated　f「o●　exPonential

curves．　ResultS　indicate　that　esophaOeal　clear－

anCe　SCintiOraphy　●ay　be　an　i●pOPtant　nOn－inVaSiVe

diagnOStiC　tOOI　in　diabetiC　autOnO●iC　neUrOpathy．

543　　　糖尿病患者におけるアイソト＿ブを用いた胃

内容排泄時間と小腸通過時間の検討

比嘉真理子，磯貝　庄（東邦大学第二内科）　野口雅裕，

木暮　喬（同放射線科）　高野政明，丸山雄三（同RI）

杉戸慶子，緒方宏泰（明治薬科大学）

　糖尿病患者16例（7例に糖尿病性神経障害を認める）と

健常者16例に1111nで標識した非崩壊性微粒子19を朝

食後30分に経口投4し，1時間毎に8時間後まで立位前

面，後面像をrカメラで撮影し，コンピュータにて同時

収集を行い胃内容排泄時間，小腸通過時間及び大腸到達

時間を検討した。

　50％胃排泄時間は，健常者では平均2．2時間で，神経

障害を有さない糖尿病群では2．3時間，有する群では

3．3時間と遅延していた。糖尿病性神経障害を有する症

例は，胃内容排泄時間のみでなく小腸通過時間と大腸到

達時間の遅延も認められた。
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